
学 会 記 事

第趨6回新潟癌治療 研究 会演題

日 時 平成5年2月lこi目 しl･.1

牛後1時30分よIL)5時まで

会 場 新潟東映ホテル

1)ド 朱鷺叫用

Ⅰ. 一 般 演 題

1日PItri･∫.川-(Te純域-ハ転移性睦喝10例に--)いて
LJ,T)検討

佐藤 光･岡野 罵jI.
_HEl幸 三･加藤 康治蛋

[]本歯科大学新潟
歯学部口腔外科
第二講座

顎･ll陛龍城へLT)転移性陣場は比較的稀上さ行.こ右上

その割合は撃争Ej陛領域における悪性塵藤の納ま%と言

われてし､る.当村では1981年かト,1992年nlが打i甘二軍白･

口腔領域-の転移性腺癌10例を経験 したので,そ碍概要

を報告する.

症例は 男性6例.女性.目礼 年齢甘17歳かこ■〕81歳て

平均年齢は59.2歳であった.原発部位別では,肺嶺例,

乳腺3例.冒2f札 大腸1例であり.病理学的分粒は.

腺癌Tf札 扇平上乾癌 l例.癌肉腫 l例.菅ニ1.別離晶l作り

てあ一･二､た.顎 ･口軽箱域-ハ転移部位別では TJ習fi,首:1

例.上顎骨2作り. f･.顎歯肉1例.頚部】Iンべ節 l例,唾

液腺2例で卦･･､た.1O例ハ･'11▲)8例が原発部位が判明し

た後に.顎 ･[~1陛領域へハ転移を認め､そ(rl時好=･王5例

が1ナ汗3かl-i7-JHトリヒ鮫的虹駅間てあー.--､た.また2例

は顎 ･【1陸領域-し71転移が初発症状LL_して発現したもしT)

で.十t,:-も姉か{'ハ転移で為一･-､た.

21､1･'l科における[用字粘膜 多発癌しり検討
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過去25年間に当料で取り扱った頭頭部悪性鷹慶296例

のうち29例 (凱8%)が盈複癒症例であったが奪回はこ

のなかで口腔粘膜多発癌と考えられた用例 澗 時陵2例,

鼎時性8例)について検討した.

初発癌発生の年齢分布は36才から74才 (平均62才),

1057

発生部位はf拙句-Jl例.舌二i帆 頬粘膜1)例.LJri丈2例.

Fl･唇 1例-こ･Lii,7日牽発癌発生部位は占1.歯肉,頬粘膜がそ

I,jt-:,ナ11)例.H叢.【1峡咽頭がそれぞれ lf町亡あ-･､た.

初回治療か三､l緩発癌発生まで(')別間は最短 1牛{)り j

かi､､最長15年1LTl.r]に及こド5年l十日71長馴~;;】隔例がir)榊

であった,

治療は初発癌に対して外科療法Lq例.外科放射線併用

噂法が2例であJ日食発癌に対しては外科療法7例.放射

線療法 1例であー､ブI_.

治療後の転帰は生存7例,死亡3例でありたが同時性

且例が額部,遠隔転移で叉予鼎時性微量例が第竣癌の悪

性りン･ぺ膝て死亡した.

3)血管柄柑遊離尉巨骨皮弁をこよる顎 m経再建術

を施行 した2例
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直栄 ･星Yl 秀行
浩 ･森lhlj紀子

婿 高木 簿男 漕 遅霜 梁 誤 )

窯 (新潟東学整形外科)

｢‥用空癌切除子息 血管納付遊離粧骨乾弁によ:::)顎tげ津ユニ

建術 し川1時再建 l例.∴次再建 l例1fLr:施行した1'例に

ついて検討し報告する幹

症例1二65線 E.P)性.初診 :平成4年:Hl二31ll∴診断 こ

頚部郭清衡.右け氏郭清.舌部分切除. 卜取首区域iJjP爺

(下顎頭基部-3部)術を施行した.即時再建として,

血管柄付遊離俳骨 し抑mnll乾弁 し叫1＼55n川Ilに十干:､

下顎骨 し骨縫合l,L】蛙.舌再建術(!_:施行した.

右下顎歯内房平日を癌.′~l二.)Nl1.10.処躍 :同;｢∴‡月1)廿

全頚部郭清術..f]-｢1蛙郭清, 卜箱′削メ二域切除 ‖く一軍師走-

2部)術を施行 金属-イし--卜で 一次性建した.桁後l)

隼半経過 した平成Ll隼It川 1'3日.遊離粧昔 し120nlmll乾

鞍下部皮膚の再建術を施行した事移植俳骨は途中で屈曲

させ争ミニプレ--卜で補強し 下顎角の形願を付与した.

･い 遊離複合組織移植により再建 した手部軟部

肉腫に対する患肢温存手術LT)小経験

､ 一

柴田 実 (.新潟大学酎甘外科)

手は構巧で多様な磯健を発揮するため神経,解,凝な


